
Fig. 1 (a) Sketch of CNT THz detectors and Seebeck coefficients for two types of junctions. (b) THz response on each junction 

for Ni and Au electrodes. 
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【序論】テラヘルツ（THz）波のセンシング技術は電波側、光側双方のアプローチが可能であり、

熱型や量子型といった様々なタイプの検出器が研究されている。以前我々はカーボンナノチ

ューブ（CNT）における光熱起電力を用いた THz波検出器を作製し、室温での広帯域な THz

波検出と画像計測応用を実現した 1。今回、光熱起電力が発生する p 型 CNT と電極金属との

界面を、従来の並列ではなく直列に結合することで、異種材料間の相対ゼーベック係数を最

大にし、THz応答の高感度化を達成したのでこれを報告する。 

【実験】Fig. 1 (a)に THz波検出器の概略図を示す。CNTの上面（熱流に対して並列）に電極を形

成した場合、電極部の合成ゼーベック係数 Stotalは、導電率の高い CNTのゼーベック係数 SCNT

が支配的となる。一方近似的に CNT の側面（熱流に対して直列）に電極を形成した場合、CNT

による合成ゼーベック係数への影響が抑制され、CNT-電極金属界面において高い相対ゼーベ

ック係数を得ることができる。Fig. 1 (b) に THz応答の実験結果を示す。熱流に対して直列に

電極金属を形成することで約 60倍の光熱起電力が得られ、また、負のゼーベック係数を持つ

Niの方が p型 CNT-電極金属界面での相対ゼーベック係数を大きくできるため、より高い THz

応答が得られることが明らかとなった。 
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